
古
文
書
で
探
る
庶
民
の
く
ら
し

　
　
～
宗
旨
改
め
の
起き

し
ょ
う
も
ん

請
文
②
～

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
　
羽
山
　
健
一

『吉田文書』収載の起請文封筒

　
宗
旨
起
請
文
の
続
き
を
紹
介
す
る
。

　
【
一
、
村
中
の
人
数
の
内
男
女
共
、

切
支
丹
宗
門
の
者
こ
れ
有
り
と
訴
人
出

で
、
召
し
捕
え
ら
れ
る
に
於
い
て
は
、

御
糺き

ゅ
う
め
い明
を
遂
げ
さ
せ
ら
れ
、
庄
屋
・
五

人
組
常
々
宗
門
相
改
め
申
す
所
、
無
沙

汰
と
治
定
致
し
候
は
ば
、
庄
屋
・
五
人

組
曲く

せ
ご
と事
仰
せ
付
け
ら
る
べ
く
候
事
。】

　

糺
明
は
、
真
相
を
糺た

だ

す
意
。
無
沙
汰

は
怠お

こ
た

る
こ
と
で
、
治
定
は
決
定
す
る
意
。

曲
事
は
、
き
ょ
く
じ
と
も
言
い
、
処
罰

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
文
の
後
に
、

【
右
の
条
数
相
背
く
に
於
い
て
は
】と
記

し
、
誓
約
事
項
の
前
書
が
終
わ
る
の
で

あ
る
。
前
書
の
後
に
は
神
文
が
続
く
。

　

神
文
は
罰
文
と
も
言
い
、【
梵ぼ

ん
て
ん天

・

帝た
い
し
ゃ
く釈
・
四し

だ
い
て
ん
の
う

大
天
王
、
総
じ
て
日
本
国
中

六
十
余
州
の
大
小
神し

ん
ぎ祇

…
神
罰
・
冥み

ょ
う
ば
つ罰

各お
の
お
の
ま
か

罷
り
蒙こ

う
む

る
べ
き
も
の
也
】と
結
ぶ
、

漢
字
66
文
字
の
文
章
で
あ
る
。
梵
天
・

帝
釈
・
四
大
天
王
は
仏
法
の
守
護
神
で
、

神
祇
は
天
地
の
神
で
あ
る
。
冥
罰
は
神

仏
が
人
知
れ
ず
下
す
罰
、
天
罰
の
こ
と

で
あ
る
。
神
文
の
後
に
、

【
仍よ

っ
て
起
請
文
件く

だ
んの
如
し

　
寛
政
元
年
三
月　
　
庄
屋　
何な

に
が
し某

　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭　
何
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
何
か
し

　
　
　
　
　
　
何
か
し
組
合　
何
か
し

但
し
男
は
血
判
、
墨
判
。
女
は
血
判
斗

ば
か
り

な
り
】

と
あ
り
、
名
前
を
省
略
し
て
い
る
。
組

合
は
五
人
組
の
こ
と
で
、
組
の
代
表
で

あ
る
頭
取
の
名
前
を
冠
し
て
、
何
々
組

合
と
呼
ん
で
い
た
。
社
人（
神
職
）な
ど

は
、
指
に
墨
を
付
け
て
押
す
、
墨
判
が

認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
村
の
控
え
で
あ
り
、

後
年
の
ひ
な
形
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
。
宗
旨
役
所
に
提
出
し
た
正
本
は
、

箇
条
書
き
の
前
書
に
神
文
を
貼
り
継

ぎ
、
神
文
の
後
に
ま
た
紙
を
継
ぎ
、
署

名
、
血
判
し
て
１
通
の
文
書
に
仕
立
て

て
い
た
の
で
あ
る
。
前
書
は
、
役
所
が

提
示
し
た
案
文
ど
お
り
で
、
郡
方（
農

村
）共
通
で
あ
っ
た
。
神
文
は
、
正
本

を
確
認
し
て
い
な
い
が
、
普
通
は
寺
社

が
交
付
す
る
厄や

く
よ除

け
の
護ご

ふ符
の
表
又
は

裏
面
に
罰
文
を
記
載
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
又
、
郡
方
共
通
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
庄
屋
以
下
11
歳

以
上
の
村
民
の
名
前
を
連
署
し
、
血
判

で
誓
約
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

福
岡
藩
は
、
年
に
２
回
春
と
秋
に
宗

旨
改
め
を
実
施
し
て
い
た
。
特
に
春
の

改
め
は
厳
重
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

春
の
宗
旨
改
め
は
、
節
句
の
３
月
３

日
、
庄
屋
の
屋
敷
に
村
人
全
員
が
集
合

し
て
行
わ
れ
た
。
縁
側
か
座
敷
に
宗
旨

起
請
文
を
広
げ
て
披
露
し
、
庄
屋
・
組

頭
の
面
前
で
11
歳
以
上
の
者
が
血
判
し

て
誓
約
し
た
の
で
あ
る
。
血
判
は
、
左

手
中
指
の
爪
の
下
を
針
で
刺
し
、
そ
の

出
血
で
押
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
宗
旨
改
帳
に
記
す
、
誓せ

い
し
は
ん
ぎ
ょ
う

紙
判
形
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
宗
旨
改
め
が
明
治
初

年
の
廃
止
ま
で
、
約
２
百
年
間
も
続
い

た
の
で
あ
る
。

　
写
真
は
、
誓
紙（
起
請
文
）を
入
れ
て

い
た
封
筒
で
あ
る
。【
寛
政
四
年　
遠
賀

郡　

松
原
村
宗
旨
御
改
誓
紙
弐
通　

子ね

ノ
三
月
】と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
封

筒
に
は
、
宗
旨
起
請
文
や
山
方
起
請
文

な
ど
７
通
が
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
寛

政
四
年
の
起
請
文
は
存
在
し
な
い
の
で

あ
る
。
表
題
か
ら
、１
７
９
２（
寛
政
四
）

年
春
の
宗
旨
起
請
文
が
２
通
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
農
地
を
所
有

し
納
税
の
義
務
を
負
う
農
民（
本
百
姓
）

と
、
特
定
の
家
に
代
々
仕
え
る
奉
公
人

で
あ
る
名
子
の
起
請
文
が
、
別
々
に
作

成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

今
回
全
文
を
紹
介
し
た
起
請
文
は
、

本
百
姓
用
の
も
の
で
あ
る
。
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